
市の審議会等の女性登用率【重】
（R4.1.1） （R8年度）

女性活躍推進企業における女性管理職の割合【重】
（R2年度） （R8年度）

市職員における女性管理職の登用率（課長職以上）
（R3.4.1） （R8.4.1）

女性活躍推進企業の認証数（累計）【重】
（R2年度） （R12年度）

うべイクボス宣言企業の登録数（累計）
（R2年度） （R8年度）

市職員における男性の育児休業取得率
（R3.4.1） （R8.4.1）

男性の家事･育児等参画促進事業の参加者数（累計）【重】
（R2年度） （R8年度）

女性活躍推進企業における男性の育児休業取得率
（R2年度） （R8年度）

うべ子育てパートナーの認定者数 ｰ ｰ ｰ
（R6年度）

子育て支援拠点利用者数
（R2年度） （R8年度）

うべ妊婦･子ども応援団の登録数 ｰ ｰ ｰ
（R6年度）

宇部市配偶者暴力相談支援センターの認知度【重】
（R3.6.1） （R8年度）

｢（ＤＶ被害を）相談できる窓口として知っているところはない｣と

回答する人の割合【重】 （R3.6.1） （R8年度）

｢（ＤＶ被害を）誰かに打ち明けたり､相談したりしたか｣の問いで､

｢どこ（誰）にも相談しなかった｣と回答する人の割合【重】 （R3.6.1） （R8年度）

｢男女共同参画センター･フォーユー定期文化講座｣への参加者数
（R2年度） （R8年度）

過去2年間に乳がん検診を受けた人の割合
（R1年度） （R8年度）

過去2年間に子宮がん検診を受けた人の割合
（R1年度） （R8年度）

サロン等の地域福祉活動拠点数
（R2年度） （R5年度）

｢宇部市女性活躍応援ポータルサイト｣へのアクセス数（累計）【重】
（R2年度） （R8年度）

｢宇部市女性人材バンク｣への登録者数
（R2年度） （R8年度）

｢各分野における男女の地位の平等感（社会通念･慣習･しきたりな

どで）｣の問いで､平等と感じる人の割合 （R3.6.1） （R8年度）

｢各分野における男女の地位の平等感（法律や制度の面で）｣の問い

で､平等と感じる人の割合 （R3.6.1） （R8年度）
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概要版
【重】…重点事業



広報･啓発による意識の形成
◆情報誌｢ぱれっと｣の発行

◆市ウェブサイト等の各種メディアを活用した啓発【重】

◆性の多様性に関する取組の推進

8

教育･学習機会の充実
◆個人の尊重や男女平等教育に関する教育の実践

◆男女共同参画の視点に立った学校教育･人権教育の推進

◆若い世代からの教育･啓発の充実

9

社会制度や慣行の見直し
◆学習グループや講座等への講師派遣

◆男女共同参画に関する法律･条例等の周知

◆市が作成する申請書や刊行物等における内容表現の配慮

10

子育て世代への支援
◆妊婦応援都市の推進【新】

◆子育て世代包括支援センターの機能充実【新】

◆うべ子育てパートナーの養成･活用【新】

4

男女間における暴力の根絶
◆相談窓口の周知【重】

◆相談窓口の充実【重】

◆緊急時における被害者の安全確保

5

健康づくりの支援
◆定期文化講座による健康づくりの支援

◆ライフステージに応じた健康管理

◆がん予防･がん検診の推進

6

生活に困難を抱えた方への支援
◆民生委員･児童委員の活動の支援

◆ご近所福祉サロン推進事業

◆ひとり親家庭等への支援

7

就業環境の整備
◆女性活躍推進企業の認証【重】

◆仕事と生活の調和（ワーク･ライフ･バランス）の意識啓発

と家庭における男性の参画支援【重】

2

男性による家庭生活への参画促進
◆職場環境の整備に向けた事業者への啓発

◆健康問題についての相談体制の整備

◆男性の家庭生活への参画促進【重】【新】

3

◆地域や職場等における女性リーダーの育成支援【重】

◆審議会等への女性委員の登用促進【重】

◆女性の登用や職域拡大のための啓発活動の推進【重】

政策･方針決定への女性参画の拡大1

行政自らが率先して女性の登用を進め､事業者､団体等に対しても女性

の参画拡大を推進するよう積極的に働きかけを行い､意識改革を図る。

また､女性自ら意欲を高め能力を発揮できるよう女性リーダーの育成

に向けた支援を行う。

女性従業員のための職場環境の整備､男性従業員の育児休暇取得の促

進などを進める女性活躍推進企業を増やすことで､事業者における男

女共同参画の理解を深め､女性が活躍できる環境づくりを進める。

夫やパートナーが主体的に家事･育児･介護などの家庭生活へ参画する

ことは､男性の働き方の見直しだけでなく､女性の家庭生活における負

担が軽減されることで､仕事と家庭生活の両立可能性を高め､ワーク･

ライフ･バランスの推進につながることから､男性の固定的な性別役割

分担意識の改革を図り､家庭生活への参画を促進するための意識啓発

に取り組む。

ＤＶは､相談につなげられないことで多数の被害が潜在化していると

言われており､必要としている人に相談窓口の情報が届くよう､さらな

る周知に取り組む。

また､被害者の精神的な負担の軽減を図るため､組織的に対応し､被害

者の立場に立った利用しやすい相談環境の整備に取り組む。

社会のあらゆる分野において､性別を問わず､誰もが対等な立場で参画

できるよう､人々の意識の中に形成された､性別による固定的な役割分

担意識の解消を図り､ジェンダー平等への意識を醸成するため､意識啓

発に取り組む。

｢男女共同参画社会基本法｣に規定される5つの柱＜①男女の人権の尊重､②社

会における制度又は慣行についての配慮､③政策等の立案及び決定への共同参

画､④家庭生活における活動と他の活動の両立､⑤国際的協調＞を目指すべき

方向性として位置付け､右の基本理念･基本目標･施策事業のもと､さまざまな

取組を進めていくものとします。

令和4年度～令和8年度〈5年間〉

男女共同参画の分野では､依然として固定的な性別役割分担意識（ジェンダー

バイアス）に基づく偏見や社会制度･慣行が根強く残っていることから､これま

での取組の内容を評価･検証し､市民をはじめ各関係機関や各種団体､企業等と

協働しながら､総合的かつ計画的に男女共同参画を推進するための方針を整備

するため､新たな基本計画を策定することとしたものです。

（※社会情勢の変化や計画の進捗状況等により､適宜､計画の見直しを行います。）

【重】…重点事業 【新】…新規事業
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